
「クリエーターの話　 ～  私のイメージの源泉」
スペースデザイン部会員　立花 克樹

『 創作のはじまり 』

私の場合、作品を制作する際、何が「創作のはじまり」となるか、この機会に整理してみようと思いました。アナザーストーリー
を作品に添えてお話していきます。 

学生時代から、クスの原木を素材にしていました。その頃は、全国から木材が集まる福岡県大川市において、年に数回行わ
れる「競り」に参加させていただいていました。売れ残りの原木や廃材となる部位を格安で譲っていただけるので、大変助かっ
ていました。市場ではスケッチブックと鉛筆、スケールを手に、その場でアイデアスケッチを繰り返します。今思い返すと、
この行為そのものが、私の「創作のはじまり」であったように思います。木がもつ「成るべくして成った」形がもつエネルギー
を極力失わせないように、「最低限で最高の形」を目指していました。魅力的な原木に出会ったときは、導かれるように形
を追い、チェーンソーを使って制作していました。半面、原木のエネルギッシュな形に左右されすぎて求めるものが見えて
こなかったり、逆に好きな形に原木を押し込みすぎて素材のエネルギーを失わせてしまったりすることも多々ありました。
この加減がわからずに、しばらくは悪戦苦闘していました。当時、会員の皆様から、「形」についての様々なアドバイスを
いただきました。ファインアート的な「形」を追いがちな私の考え方に、「デザイン」の考え方が少しずつ浸透していきます。

【duct 2006】2006 年　W90×D60×H140 クス材

この木は本来、上下逆さまに生えていたもの。結果的に、自然に逆らった作品となった。二股に分かれる直前の部位で、家
具材としては、木目が入り混じり、研磨に向かないことから嫌われる部位である。加工には手間がかかるが、その分思いも
よらない表情を見せる。

木を削っているとき、立ち寄った人は必ず素材を触ります。撫でます。「木はいいねぇ～」と愛でます。木材の魅力の一つです。
そこで、より具体的に、原木に「機能」を与える作品に没頭する時期がありました。ジャングルジムや、トンネル、滑り台といっ
た、「遊ぶ機能」を意図的に取り込んでいきました。次第に、「遊ぶ」から「乗る」という極めて単純な機能に移り変わり、
より生活に沿った作品へ変わっていきました。

【ヤマノシャチ】2013 年　W120×D100×H130  クス材　

「乗るならイルカやシャチに、、」と、接地面を海面に見立て、泳がせた作品。意図的に見える穴は、実を言うと、内刳りに
失敗しただけである。他の作品でも内刳りの際、何度か失敗しているが、ほとんどはごまかせている。（と思っている）

【ヤマノカメ】2016 年　W90×D130×H40  クス材　

「寝るならこんなとこに、、」と、裏返ってじたばたするカメの甲羅をイメージした大きな器。自分で競り落とし、厚切りし
た原木を１０年寝かせ、使用した。乾燥した木材は、刃物が入りやすく、心地よく切削できる。

【LIFE　～つながり～】2011 年　W120×D100×H130  クス材　

 会員推挙作品。ボリビアに招待されるきっかけとなった思い入れのある作品。上部と下部は違う原木である。幾重にも股分
かれしており、最も廃棄される部位。ほとんど無料で引き取ったと記憶している。実は原木と出会った際、「あの漫画の悪
役が乗ってた乗り物みたいにしたい、、」という思いが「創作のはじまり」だった、、
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この加減がわからずに、しばらくは悪戦苦闘していました。当時、会員の皆様から、「形」についての様々なアドバイスを
いただきました。ファインアート的な「形」を追いがちな私の考え方に、「デザイン」の考え方が少しずつ浸透していきます。

【duct 2006】2006 年　W90×D60×H140 クス材

この木は本来、上下逆さまに生えていたもの。結果的に、自然に逆らった作品となった。二股に分かれる直前の部位で、家
具材としては、木目が入り混じり、研磨に向かないことから嫌われる部位である。加工には手間がかかるが、その分思いも
よらない表情を見せる。

木を削っているとき、立ち寄った人は必ず素材を触ります。撫でます。「木はいいねぇ～」と愛でます。木材の魅力の一つです。
そこで、より具体的に、原木に「機能」を与える作品に没頭する時期がありました。ジャングルジムや、トンネル、滑り台といっ
た、「遊ぶ機能」を意図的に取り込んでいきました。次第に、「遊ぶ」から「乗る」という極めて単純な機能に移り変わり、
より生活に沿った作品へ変わっていきました。

【ヤマノシャチ】2013 年　W120×D100×H130  クス材　

「乗るならイルカやシャチに、、」と、接地面を海面に見立て、泳がせた作品。意図的に見える穴は、実を言うと、内刳りに
失敗しただけである。他の作品でも内刳りの際、何度か失敗しているが、ほとんどはごまかせている。（と思っている）

【ヤマノカメ】2016 年　W90×D130×H40  クス材　

「寝るならこんなとこに、、」と、裏返ってじたばたするカメの甲羅をイメージした大きな器。自分で競り落とし、厚切りし
た原木を１０年寝かせ、使用した。乾燥した木材は、刃物が入りやすく、心地よく切削できる。

【LIFE　～つながり～】2011 年　W120×D100×H130  クス材　

 会員推挙作品。ボリビアに招待されるきっかけとなった思い入れのある作品。上部と下部は違う原木である。幾重にも股分
かれしており、最も廃棄される部位。ほとんど無料で引き取ったと記憶している。実は原木と出会った際、「あの漫画の悪
役が乗ってた乗り物みたいにしたい、、」という思いが「創作のはじまり」だった、、
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